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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一枚のブランクシートから一体定的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記箱体形成
片には互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面と、前記側面の一つに折罫線を介
して連接され前記箱体形成片の一部に糊付けされて前記側面の筒体の開口部を閉鎖する蓋
部と、前記蓋部に設けられ前記折罫線に連続する破断線で囲まれたＰＯＰ部と、前記ＰＯ
Ｐ部に設けられ商品についての説明が印刷された印刷部と、前記蓋部が設けられた側面と
重ねられる部分から延出し前記蓋部の前記ＰＯＰ部の裏面に重ねられる裏板が設けられ、
　前記箱体形成片を組み立てて、前記破断線を切断して前記ＰＯＰ部を前記蓋部から切り
離して前記折罫線を回転軸として上方に立ちあげた状態で、前記ＰＯＰ部を外して形成さ
れた外蓋片の開口部が前記裏板により閉鎖される表示機能付き包装用箱において、
　前記蓋部は前記側面の一つに折罫線を介して連接される外蓋片と、前記外蓋片が設けら
れた前記側面に対向する前記側面に折罫線を介して連接され前記外蓋片の裏面に重ねられ
て糊付けされる内蓋片が設けられ、
　前記外蓋片には、前記折罫線と、前記折罫線の反対側の端部の間を連結する一対の前記
破断線が設けられ、前記破断線は、前記折罫線の両端部に各々連続し、前記折罫線から離
れるに従い互いに近づくように設けられ、前記一対の破断線と、前記折罫線、前記端部で
囲まれた部分が前記ＰＯＰ部となるものであり、
　前記側面の側面どうしの連接方向の一方の端部に位置する前記側面の側縁部には、前記
側面どうしの連接方向の他方の端部に位置する前記側面の前記表示機能付き包装用箱の内
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側となる裏面に糊付けされて筒体を形成する糊付片が設けられ、前記糊付片の、前記側面
どうしの連接方向に交差する端部に、前記ＰＯＰ部とほぼ同じ形状の前記裏板が設けられ
、前記裏板は、組立状態で前記内蓋片と前記外蓋片の間に前記ＰＯＰ部に対向して位置し
、前記内蓋片に糊付けされていることを特徴とする表示機能付き包装用箱。
【請求項２】
　前記ＰＯＰ部にはフック等を挿通する透孔が設けられている請求項１記載の表示機能付
き包装用箱。
【請求項３】
　一枚のブランクシートから一体定的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前記箱体形成
片には互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面と、前記側面の一つに折罫線を介
して連接され前記箱体形成片の一部に糊付けされて前記側面の筒体の開口部を閉鎖する蓋
部と、前記蓋部に設けられ前記折罫線に連続する破断線で囲まれたＰＯＰ部と、前記ＰＯ
Ｐ部に設けられ商品についての説明が印刷された印刷部と、前記蓋部が設けられた側面と
重ねられる部分から延出し前記蓋部の前記ＰＯＰ部の裏面に重ねられる裏板が設けられ、
　前記箱体形成片を組み立てて、前記破断線を切断して前記ＰＯＰ部を前記蓋部から切り
離して前記折罫線を回転軸として上方に立ちあげた状態で、前記ＰＯＰ部を外して形成さ
れた外蓋片の開口部が前記裏板により閉鎖される表示機能付き包装用箱において、
　前記蓋部は前記側面の一つに折罫線を介して連接される外蓋片と、前記外蓋片が設けら
れた前記側面に対向する前記側面に折罫線を介して連接され前記外蓋片の裏面に重ねられ
て糊付けされる内蓋片が設けられ、
　前記外蓋片には、前記折罫線上で前記折罫線の中心を挟んで両側２箇所に連続する環状
の前記破断線が設けられ、前記破断線の外側には透孔が隣接して設けられ、前記破断線と
前記折罫線で囲まれた部分は前記ＰＯＰ部となるものであり、
　前記側面の側面どうしの連接方向の一方の端部に位置する前記側面の側縁部には、前記
側面どうしの連接方向の他方の端部に位置する前記側面の前記表示機能付き包装用箱の内
側となる裏面に糊付けされて筒体を形成する糊付片が設けられ、前記糊付片の、前記側面
どうしの連接方向に交差する端部には、前記ＰＯＰ部より大きく前記外蓋片より小さい任
意の形状の前記裏板が設けられ、前記裏板は、組立状態で前記内蓋片と前記外蓋片の間に
挟持されている請求項１記載の表示機能付き包装用箱。
【請求項４】
　前記破断線は、ジグザグの折線を描きながら半円形状に形成され、前記破断線の、中心
部分は前記折罫線から最も離れ、中心部分の外側には半円形の透孔が隣接して設けられて
いる請求項３記載の表示機能付き包装用箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、箱体形成片と一体に商品の説明が印刷されたＰＯＰ部が設けられている表
示機能付き包装用箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、商品を収容して運搬や保管を行う包装用箱にＰＯＰ部を取り付けて、陳列するも
のがある。例えば、特許文献１に開示されている包装用ケースは、内容物を収納する包装
用箱と、包装用箱の４面を筒状に覆う外装紙が設けられ、外包紙には印刷が施され、また
切断誘導部によって囲まれたＰＯＰ部が設けられ、切断誘導部に沿って前記表示部を切起
して展示または販売を行うものである。また、特許文献２に開示されている化粧箱は、一
枚のブランクシートを切り込みおよび折り曲げて組み立てられ、側面または上部、下部に
おける外面部の少なくとも一部にＰＯＰ部が設けられている。このＰＯＰ部には、ＰＯＰ
図柄を表示し、箱体を組み立てた時にＰＯＰ部が箱体の外面部に平面状に重合されると共
に、この重合状態から外側に引き離されて立体的に展開され、この展開状態でＰＯＰ部の
ＰＯＰ図柄が表示されるようにしたものである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－７２４３３号公報
【特許文献２】特開２００１－１８０６５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記背景技術の場合、特許文献１の包装用ケースは、包装用箱と別体の外装紙が必要で
あり、コストがかかり組立工程も手間がかかるものである。特許文献２の化粧箱は、箱体
の部材の数が多く、ブランクシートを切り取る面積が大きく、また折り曲げて糊付けする
組み立て工程が複雑であり、コストがかかり組立作業も面倒で手間がかかるものである。
【０００５】
　この発明は、上記背景技術の問題点に鑑みてなされたものであり、簡単な構造であり、
商品の運搬や保管を行う時はシンプルな形状の箱体として商品を収容し、店頭では開封す
ることなく包装用箱の一部をＰＯＰ部として組み立てて設け、消費者に強い印象を与える
ことができる表示機能付き包装用箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、一枚のブランクシートから一体定的に打ち抜かれた箱体形成片から成り、前
記箱体形成片には互いに平行に連接され筒体に組み立てられる側面と、前記側面の一つに
折罫線を介して連接され前記箱体形成片の一部に糊付けされて前記側面の筒体の開口部を
閉鎖する蓋部と、前記蓋部に設けられ前記折罫線に連続する破断線で囲まれたＰＯＰ部と
、前記ＰＯＰ部に設けられ商品についての説明が印刷された印刷部と、前記蓋部が設けら
れた側面と重ねられる部分から延出し前記ＰＯＰ部の裏面に重ねられる裏板が設けられ、
前記前記箱体形成片を組み立てて、前記破断線を切断して前記ＰＯＰ部を前記蓋部から切
り離して前記折罫線を回転軸として上方に立ちあげた状態で、前記ＰＯＰ部を外して形成
された外蓋片の開口部が前記裏板により閉鎖される表示機能付き包装用箱である。
【０００７】
　前記蓋部は前記側面の一つに折罫線を介して連接される外蓋片と、前記外蓋片が設けら
れた前記側面に対向する前記側面に折罫線を介して連接され前記外蓋片の裏面に重ねられ
て糊付けされる内蓋片が設けられ、前記外蓋片には、前記折罫線と、前記折罫線の反対側
の端部の間を連結する一対の前記破断線が設けられている。前記破断線は、前記折罫線の
両端部に各々連続し、前記折罫線から離れるに従い互いに近づくように設けられ、前記一
対の破断線と、前記折罫線、前記端部で囲まれた部分は前記ＰＯＰ部となるものである。
前記側面の側面どうしの連接方向の一方の端部に位置する前記側面の側縁部には、前記側
面どうしの連接方向の他方の端部に位置する前記側面の前記表示機能付き包装用箱の内側
となる裏面に糊付けされて筒体を形成する糊付片が設けられている。前記糊付片の、前記
側面どうしの連接方向に交差する端部には、前記ＰＯＰ部とほぼ同じ形状の前記裏板が設
けられている。前記裏板は、前記表示機能付き包装用箱の組立状態で前記内蓋片と前記外
蓋片の間に前記ＰＯＰ部に対向して位置し、前記内蓋片に糊付けされている。
【０００８】
　さらに、前記ＰＯＰ部にはフック等を挿通する透孔が設けられているものでも良い。
【０００９】
　前記蓋部は前記側面の一つに折罫線を介して連接される外蓋片と、前記外蓋片が設けら
れた前記側面に対向する前記側面に折罫線を介して連接され前記外蓋片の裏面に重ねられ
て糊付けされる内蓋片が設けられ、前記外蓋片には、前記折罫線上で前記折罫線の中心を
挟んで両側２箇所に連続する環状の前記破断線が設けられている。前記破断線の、中心部
分は前記折罫線から最も離れ、中心部分の外側には半円形の透孔が隣接して設けられてい
る。前記破断線と前記折罫線で囲まれた部分は前記ＰＯＰ部となるものである。前記側面
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の側面どうしの連接方向の一方の端部に位置する前記側面の側縁部には、前記側面どうし
の連接方向の他方の端部に位置する前記側面の前記表示機能付き包装用箱の内側となる裏
面に糊付けされて筒体を形成する糊付片が設けられている。前記糊付片の、前記側面どう
しの連接方向に交差する端部には、前記ＰＯＰ部より大きく前記外蓋片より小さい形状の
前記裏板が設けられている。前記裏板は、前記表示機能付き包装用箱の組立状態で前記内
蓋片と前記外蓋片の間に挟持されている。
【００１０】
　前記破断線は、ジグザグの折線を描きながら半円形状に形成され、この半円形状は前記
外蓋片の中心に達しない大きさである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の表示機能付き包装用箱は、簡単な構造で、商品の運搬や保管を行う時はシンプ
ルな形状の箱体として商品を収容し、店頭では開封することなく包装用箱の一部をＰＯＰ
部として組み立てて設け、消費者に強い印象を与えることができる。しかも、包装用箱の
一部をＰＯＰ部として切断して引き起こしても開口部の裏面側に覆い部分があるため、開
封されることがなく、収容された商品を保護することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の第一実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げた状態を
示す斜視図である。
【図２】この発明の第一実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げる前の状
態を示す斜視図である。
【図３】この発明の第一実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げた状態を
示す縦断面図である。
【図４】この発明の第一実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げる前の状
態を示す縦断面図である。
【図５】この発明の第一実施形態の表示機能付き包装用箱の展開図である。
【図６】この発明の第二実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げた状態を
示す斜視図である。
【図７】この発明の第二実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げる前の状
態を示す斜視図である。
【図８】この発明の第二実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げた状態を
示す縦断面図である。
【図９】この発明の第二実施形態の表示機能付き包装用箱のＰＯＰ部を立ち上げる前の状
態を示す縦断面図である。
【図１０】この発明の第二実施形態の表示機能付き包装用箱の展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、この発明の実施形態について図面に基づいて説明する。図１～図５はこの発明の
第一実施形態を示すもので、この実施形態の表示機能付き包装用箱１０は、厚紙等の１枚
のブランクシートを打ち抜いて形成された箱体形成片１２を組み立てて設けられている。
図５は、箱体形成片１２を表面から見た展開図であり、箱体形成片１２は側面１４，１６
，１８，２０が順に連接されている。側面１４，１６，１８，２０は、連接方向と直交す
る幅方向は同じ長さであり、連接方向の長さは側面１６，２０が長くて互いにほぼ等しく
、側面１４，１８がそれより短くて互いにほぼ等しい。側面１４の側縁部には、表示機能
付き包装用箱１０の組立状態で側面２０の裏面に糊付けされる糊付片２２が設けられてい
る。糊付片２２、側面１４，１６，１８，２０は、各々折罫線３０，２４，２６，２８で
区切られている。
【００１４】
　側面１４の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、矩形のフラ
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ップ３２が折罫線３４で区切られて各々設けられている。
【００１５】
　側面１６の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、台形の内蓋
片３６が折罫線３８で区切られて各々設けられている。内蓋片３６は、折罫線３８に接す
る幅が側面１６と等しく、先端側の幅がそれより狭くなる台形状に形成されている。
【００１６】
　側面１８の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、矩形のフラ
ップ５８が折罫線６０で区切られて各々設けられている。
【００１７】
　側面２０の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一方の端部には、矩形の外蓋
片６２が折罫線６４で区切られて設けられている。外蓋片６２には、折罫線６４と、折罫
線６４の反対側の端部６２ａの間を連結する一対の破断線６６が設けられている。一対の
破断線６６は、折罫線６４の両端部に各々連続し、折罫線６４から離れるに従い互いに近
づき、端部６２ａ近傍では互いに平行となり、端部６２ａに対して直角に、端部６２ａに
連続している。端部６２ａは、一対の破断線６６が交差する部分がくぼんで面取りした形
状となっている。一対の破断線６６と、折罫線６４、端部６２ａで囲まれた部分はＰＯＰ
部６８となるものであり、端部６２ａ近傍にはフック等を挿通する透孔７０が設けられて
いる。ＰＯＰ部６８の透孔７０以外の部分に、商品名や商品についての説明が印刷された
印刷部４１が設けられている。側面２０の、折罫線６４と反対側の端部には矩形の外蓋片
７２が折罫線７４で区切られて設けられている。
【００１８】
　糊付片２２は、側面２０とほぼ同じ形状であり、外蓋片６２側の端部には、ＰＯＰ部６
８とほぼ同じ形状の裏板７６が折罫線７８で区切られて設けられている。なお、各折罫線
には、折り曲げ易いように切り込みや破断線が設けられてもよい。
【００１９】
　次に、この実施形態の表示機能付き包装用箱１０の組立方法の一例について説明する。
まず、糊付片２２の表面に糊８０を塗布し、折罫線２４正折りし、次に折罫線２８を正折
りする。これにより、側面２０の裏面は糊８０により糊付片２２の表面に糊付けされ、折
り畳み状態となり、この状態で箱体形成片１２による折り畳み状態の表示機能付き包装用
箱１０が出荷される。
【００２０】
　次に、商品を収容し包装する工場において、折罫線３０，２４，２６，２８を各々９０
°に正折りして四角形の箱体にする。箱体の外蓋片７２側の端部の折罫線３４，６０でフ
ラップ３２，５８を９０°に正折りする。そして内蓋片３６の表面に糊８２を塗布し、内
蓋片３６を折罫線３８で９０°に正折りし、折罫線７４で外蓋片７２を９０°に正折りす
る。これにより、外蓋片７２の裏面が糊８２により内蓋片３６の表面に糊付けされ、底面
が形成される。次に組み立てられた側面１４，１６，１８，２０と底面からなる箱体の内
側に商品を入れ、箱体の外蓋片６２側の端部の、折罫線３４，６０でフラップ３２，５８
を９０°に正折りする。そして内蓋片３６の表面に糊８２を塗布し、内蓋片３６を折罫線
３８で９０°に正折りし、次に折罫線７８で裏板７６を折罫線９０°に正折りし、その後
折罫線６４で外蓋片６２を９０°に正折りする。これにより、内蓋片３６の表面の中心部
分には裏板７６の裏面が糊８２により糊付けされ、内蓋片３６の両端部分には裏板７６か
ら外れた外蓋片６２の両端部分の裏面が糊８２により糊付けされ、三層構造となり、上面
が形成され、図２、図４に示すように包装が完成する。このとき、外蓋片６２の一対の破
断線６６は、裏板７６の周縁部に一致する。なお、箱体形成片１２を組み立てる順番はこ
れ以外でもよく、適宜変更可能である。
【００２１】
　次に、この実施形態の表示機能付き包装用箱１０の使用方法について説明する。まず、
商品の運搬や保管を行うときは、図２、図４に示すようにシンプルな箱体の状態にする。
店頭で陳列する時は、印刷部４１が設けられている外蓋片６２を上方に向けて立たせて陳
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列する。印刷部４１をより強く印象付ける場合は、外蓋片６２の端部６２ａから一対の破
断線６６の間の部分に指を掛け外側に引き起こし、一対の破断線６６を切断し、折罫線６
４を回転軸としてＰＯＰ部６８を立ち上げる。ＰＯＰ部６８は図１、図３に示すように、
側面２０とほぼ平行となり、印刷部４１が上面から突出して見やすくなる。外蓋片６２の
裏面には、ＰＯＰ部６８以外の両端部分が糊８２で内蓋片３６に糊付けされているため、
ＰＯＰ部６８は接着されず自由に立ち上げられ、ＰＯＰ部６８を外して形成された外蓋片
６２の開口部は裏板７６により閉鎖され、これにより箱体の上面は閉鎖された状態を維持
することができる。ＰＯＰ部６８には透孔７０が設けられ、透孔７０にフック等を挿通し
て吊り下げて陳列してもよい。
【００２２】
　この実施形態の表示機能付き包装用箱１０によれば、簡単な構造で商品の運搬や保管を
行う時はシンプルな箱体として商品を収容し、店頭ではＰＯＰ部６８を引き起こしてセッ
トし、商品についての説明を印刷した印刷部４１を見やすいように提示し、消費者に強い
印象を与えることができる。ＰＯＰ部６８を組み立てる際は、内蓋片６２の端部６２ａの
、一対の破断線６６の間の部分に指を掛けて破断線６６を切断するという簡単な操作で、
ＰＯＰ部６８を上面から外すことができ、切断の開始が容易であり便利である。ＰＯＰ部
６８を上面から外しても裏板７６と内蓋片３６が上面を閉鎖しているため、開封されるこ
とがなく、商品を確実に包装することができる。ＰＯＰ部６８を立てなくても上面に印刷
部４１が位置しているためＰＯＰ部６８を立てなくてもよく、店舗の状況に合わせてＰＯ
Ｐ部６８を立てるか選択することができる。また、ＰＯＰ部６８は透孔７０が設けられて
いるため、透孔７０にフック等を挿通して吊り下げて陳列することができ、状況に合わせ
て陳列方法を選択することができる。
【００２３】
　次に、この発明の第二実施形態について図６～図１０に基づいて説明する。なお、ここ
で、上記実施形態と同様の部材は同様の符号を付して説明を省略する。この実施形態の表
示機能付き包装用箱８４は、厚紙等の１枚のブランクシートを打ち抜いて形成された箱体
形成片８６を組み立てて設けられている。図１０は、箱体形成片８６を表面から見た展開
図であり、側面１４，１６，１８，２０が順に連接されている。側面１４，１６，１８，
２０は、連接している幅方向は同じ長さであり、連接方向の長さも互いにほぼ等しい。側
面１４の側縁部には、表示機能付き包装用箱８４の組立状態で側面２０の裏面に糊付けさ
れる糊付片８８が設けられている。糊付片８８、側面１４，１６，１８，２０は、各々折
罫線９０，２４，２６，２８で区切られている。
【００２４】
　側面１４の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、矩形のフラ
ップ３２が折罫線３４で区切られて各々設けられている。
【００２５】
　側面１６の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、台形の内蓋
片９２が折罫線９４で区切られて各々設けられている。
【００２６】
　側面１８の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一対の端部には、矩形のフラ
ップ５８が折罫線６０で区切られて各々設けられている。
【００２７】
　側面２０の、側面どうしの連接方向に対して直角な方向の一方の端部には、矩形の外蓋
片９６が折罫線９８で区切られて設けられている。外蓋片９６には、折罫線９８上で折罫
線９８の中心を挟んで両側２箇所に連続する環状の破断線１００が設けられている。破断
線１００は、ジグザグの折線を描きながら半円形状に形成され、外蓋片９６の中心に達し
ない大きさの半円形状である。破断線１００の、中心部分は折罫線９８から最も離れ、中
心部分の外側には半円形の透孔１０２が隣接して設けられている。破断線１００と折罫線
９８で囲まれた部分はＰＯＰ部１０４となるものであり、商品名や商品についての説明が
印刷された印刷部４１が設けられている。側面２０の、折罫線９８と反対側の端部には矩
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形の外蓋片１０６が折罫線１０８で区切られて設けられている。
【００２８】
　糊付片８８は、側面２０とほぼ同じ形状であり、外蓋片９６側の端部には、台形状の裏
板１１０が折罫線１１２で区切られて設けられている。裏板１１０は折罫線１１２に接す
る幅が糊付片８８と等しく、先端側の幅がそれより狭くなる台形状に形成され、折罫線１
１２と、折罫線１１２と反対側の端部の間の長さは、外蓋片９６より少し短く形成されて
いる。
【００２９】
　次に、この実施形態の表示機能付き包装用箱８４の組立方法の一例について説明する。
まず、糊付片８８の表面に糊１１４を塗布し、折罫線２４正折りし、次に折罫線２８を正
折りする。これにより、側面２０の裏面は糊１１４により糊付片８８の表面に糊付けされ
、折り畳み状態となり、この状態で箱体形成片８６による折り畳み状態の表示機能付き包
装用箱８４が出荷される。
【００３０】
　次に、商品を収容し包装する工場において、折罫線９０，２４，２６，２８を各々９０
°に正折りして四角形の箱体にする。箱体の外蓋片１０６側の端部の折罫線３４，６０で
フラップ３２，５８を９０°に正折りする。そして外蓋片１０６の裏面に糊１１６を塗布
し、内蓋片９２を折罫線９４で９０°に正折りし、折罫線１０８で外蓋片１０６を９０°
に正折りする。これにより、外蓋片１０６の裏面が糊１１６により内蓋片９２の表面に糊
付けされ、底面が形成される。次に組み立てられた側面１４，１６，１８，２０と底面か
らなる箱体の内側に商品を入れ、箱体の外蓋片９６側の端部の、折罫線３４，６０でフラ
ップ３２，５８を９０°に正折りする。そして外蓋片９６の裏面の、折罫線９８と反対側
の端部近傍に糊１２０を塗布し、内蓋片９２を折罫線９４で９０°に正折りし、次に折罫
線１１２で裏板１１０を折罫線９０°に正折りし、その後折罫線９８で外蓋片９６を９０
°に正折りする。これにより、内蓋片９２の表面の折罫線９４近傍に外蓋片９６の裏面が
糊１２０により糊付けされる。裏板１１０は外蓋片９６より短いため糊付けされず、内蓋
片９２と外蓋片９６に挟まれて重ねられた三層構造となり、上面が形成され、図７、図９
に示すように包装が完成する。
【００３１】
　次に、この実施形態の表示機能付き包装用箱８４の使用方法について説明する。まず、
商品の運搬や保管を行うときは、図７、図９に示すようにシンプルな箱体の状態にする。
店頭で陳列する時は、印刷部４１が設けられている外蓋片９６を上方に向けて立たせて陳
列する。印刷部４１をより強く印象付ける場合は、外蓋片９６の透孔１０２に指を入れて
ＰＯＰ部１０４を外側に引き起こし、破断線１００を切断し、折罫線９８を回転軸として
ＰＯＰ部１０４を立ち上げる。ＰＯＰ部１０４は図６、図８に示すように、側面２０とほ
ぼ平行となり、印刷部４１が上面から突出して見やすくなる。外蓋片９６の裏面には裏板
１１０が外蓋片９６と内蓋片９２に挟まれて位置しているため、透孔１０２は裏面から裏
板１１０により閉鎖されている。ＰＯＰ部１０４を外して外蓋片９６の開口部が透孔１０
２に連通して大きくなるが、開口部の周囲に切り残された外蓋片９６により裏板１１０は
押えられ、開口部を閉鎖し、箱体の上面は閉鎖された状態を維持することができる。
【００３２】
　この実施形態の表示機能付き包装用箱８４によれば、上記実施形態と同様の効果を有す
るものである。ＰＯＰ部１０４を引き起こすとき、透孔１０２に指を入れて引き起こすこ
とができ、破断線１００の切断の開始が容易で作業がしやすいものである。ＰＯＰ部１０
４はジグザグの折線で囲まれた半円形状に形成され、印象的であり消費者の関心を引くこ
とができる。
【００３３】
　なお、この発明は上記各実施形態に限定されるものではなく、各側面の大きさや形状、
底部の構造等、自由に変更可能である。ＰＯＰ部の大きさや数、位置、形状等は適宜変更
可能である。箱体形成片の、側面や蓋片、糊付片等の連接する順番は異なるものでもよく
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、箱体形成片を組み立てる順番も適宜変更可能である。包装用箱の素材は紙以外にプラス
チック等他の素材でもよい。各折罫線には、折り曲げ易いように破断線が設けられてもよ
い。
【符号の説明】
【００３４】
１０，８４　表示機能付き包装用箱
１２，８６　箱体形成片
１４，１６，１８，２０　側面
２２，８８　糊付片
３２，５８　フラップ
３６，９２　内蓋片
４１　印刷部
６２，７２，９６，１０６　外蓋片
６４，９８　折罫線
６６，１００　破断線
６８，１０４　ＰＯＰ部
７６，１１０　裏板
８０，８２，１１４，１１６，１２０　糊
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